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① 降雨状況
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平成24年8月14日の近畿地方の大雨について

平成２４年８月１５日１６時現在
気象速報 大阪管区気象台 資料

2



平成24年8月14日京都府南部豪雨の特徴

府南部に大被害をもたらした昭和61年豪雨を超える集中豪雨

戦後最大降雨の昭和28年台風第13号豪雨の約２倍の3時間最大雨量

総雨量

宇治（宇治市） ３０７㎜

（昭和28年台風13号 202.6㎜ 昭和61豪雨 216.5㎜）

寺田（城陽市） ３３２㎜ 八幡（八幡市） ２８９㎜

宇治で３時間最大雨量

１８６㎜

１時間雨量

宇治（宇治市） ７４㎜

（京都降雨式で50年確率 昭和61年豪雨 64㎜）

寺田（城陽市） ７９㎜

八幡（八幡市） １０３㎜ （200年確率を超える）
３時間雨量

宇治（宇治市） １８６㎜

（昭和28年台風13号 109㎜ 昭和61年豪雨 115.5㎜）

寺田（城陽市） １６１㎜

八幡（八幡市） １８７㎜

宇治市付近に早朝5時を中心に集中豪雨 （気象庁レーダー）
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８月１３～１４日 宇治観測所のハイエトグラフ
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８月１４日４時３０分 レーダー雨量
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浸水区域（古川流域）
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８月１４日 浸水実績図
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② 弥陀次郎川の概況
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弥陀次郎川の概要

流域面積 1.26km2

１級区間 L=2000m

上出橋

↑
宇
治
川

天井川区間

欠壊箇所

弥陀次郎川 弥陀次郎川
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弥陀次郎川の概要

事業区間L=760m
整備済L=195m 整備計画区間L=1195m
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弥陀次郎川の概要

弥陀次郎川の河床高と周辺地盤高の状況
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水際域の形成水際域の形成
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③ 欠壊箇所の概況
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被災前の平面・縦断・横断
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被災前航空写真
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④ 欠壊の概況
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欠壊箇所図
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欠壊箇所の状況

（欠壊下流側：８／１４） （欠壊上流側：８／１４）

（被災者提供） （被災者提供）
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近隣住民への聞き取り調査（１／４）

○ 調査の概要

日 時 １回目：2012年8月30日（木）11時～（４名）
２回目：2012年8月30日（木）17時～（３名）
３回目：2012年8月31日（金）13時～（１名）

場 所 京都府宇治市五ヶ庄北ノ庄
ごかしょう きたのしょう

実施者 京都府職員、コンサルタント

○ 主な聞き取り項目

① 欠壊に関すること
② 欠壊状況に関すること
③ 予兆に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
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聞き取り内容

Ｂ 川から家の中に水が流れ込み，水圧で玄関扉が壊れる衝撃音で目が覚めた。このとき，8/14午前5時20分頃。

Ｄ
8/14午前3時頃，2階で目を覚ました時，「めしめし」と鈍い音，「パキッ」と割れるような音が聞こえたの
で，自宅の周囲を見回る。駐車場に出ると，非常に激しい雨であったが，浸水はしていなかった。

8/14午前3時半頃，2階からの目撃では，河道内の水位は満水状態であった。

8/14午前3時50分頃，Ｅ様宅前で，河道の底あたりの土手から，ホースから溢れ出すように水が流れていた。
その時は堤防コンクリートが崩れずに残っていた。その後，10～15分後に堤防コンクリートが崩壊し，水が流
れてきた。

Ｅ 8/14午前4時前頃，2回大きな音がした。音の正体は不明。

Ｆ 8/14午前4時15分頃，2回大きな音がなった後，水と土砂が流れ込んできた。

Ｈ 8/14午前，破堤し，家の中に水が流れ込む。

近隣住民への聞き取り調査（２／４）

◆ 欠壊時間に関すること
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
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聞き取り内容

Ａ 庭先に流木が大量に引っかかり、その中には材木が含まれていた。

ゴルフボールが多数，また、家の中に流れ込んできた。

Ｂ 河道の底版が家まで流れ込み，一階の高さ3/4くらいまで水位が達した。

流木が下流側の家の庭先で引っかかり，それが原因で土砂が堆積し，水を堰き止める状態になった。

堤防コンクリートが，堤内側の道路まで流れてきた。

河川水位は堤防天端から30～40cmところまで達していた。（破堤後，時間は不明。）

川の破堤は，Ｃ様の上流側（東隣）の家付近が先に破堤した。その後，Ｃ様宅付近が破堤した。

Ｄ
8/14午前3時50分頃，Ｅ様宅前で，河道の底あたりの土手から，ホースから溢れ出すように水が流れていた。その時は堤
防コンクリートが崩れずに残っていた。その後，10～15分後に堤防コンクリートが崩壊し，水が流れてきた。

かなり大きな流木が流れてきた。直径50cmくらいの流木も含まれていた。

堤防決壊は，まず左岸側で，その後右岸側が決壊した。両岸の堤防コンクリートは，左岸の堤内へ流れ込んできた。

Ｅ 家の2階からの目撃では，堤防から越水しているのを確認した。

家の中に流木，大きい石が流れ込んできた。

Ｆ 被災した堤防コンクリートは，上流側は目地部で裂け，下流側は破壊されていた。

Ｇ 河道内の水位が満水状態であった。（時間不明）

河道の底あたりの土手から，水，土砂が流れ出していた。

Ｈ Ｅ様宅とその下流側の家の間に堤防コンクリートが流れてきた。

近隣住民への聞き取り調査（３／４）

◆ 欠壊状況に関すること

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
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聞き取り内容

Ａ 堤防の土手から，水が漏れていることはなかった。

Ｂ 以前から堤防コンクリートにひびがあった。

堤防の土手から，水が漏れていることはなかった。

Ｄ これまでに河道水位が満水近くなることが，幾度かあった。

20年前くらい，大雨時に堤防のり尻部から漏水しているのを確認した。

Ｅ 堤防の土手から，水が漏れていることはなかった。

Ｆ 以前から堤防コンクリートに，ひびが入っていることを心配していた。

堤防の土手から，水が漏れていることはなかった。

Ｈ 堤防の土手から，水が漏れていることはなかった。

河道内の石垣に多くの隙間が確認できる。それが原因で石垣が崩れ，破堤したのではないか。

近隣住民への聞き取り調査（４／４）

◆ 予兆に関すること

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
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流域の状況

上流域で流木がみられる。
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新聞報道

１４日午前４時１５分頃、宇治市五ヶ庄の○○さん宅に
泥水の流入が始まった。すぐ裏を流れる幅約２ｍの弥陀
次郎川があふれ出した。４時３０～４５分頃「ドーン」「バ
キバキ」。音と同時に濁流の勢いが急に激しくなった。

２階から見ると堤防が決壊し、濁流がしぶきを上げて並
びの家々を直撃していた。木々が大量の土砂と共に押
し寄せた。そばにいた孫（１７）の携帯電話には５時１５分
に１１０番の発信履歴が残る。「わたしたちここで死ぬん
ですか」。電話口で泣き叫んでいた。

京都新聞
８月２１日朝刊

京都新聞
８月１７日朝刊
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弥陀次郎川 昭和４２年７月被災状況

図 昭和42年7月洪水被災箇所

昭和42年7月洪水
【弥陀次郎川流域】
浸水戸数 不明
農地浸水面積 7ha

【降雨実績】（宇治）
１時間最大雨量 46.6mm
24時間雨量 184mm

【弥陀次郎川の災害状況（昭和42年7月洪水）】

【弥陀次郎川水路橋箇所の現状】

弥陀次郎川流域では、昭和42年7月豪雨により、天井川部の土砂が流失、水路底から出水し、周辺
の農地等が浸水被害を受けた。

溢れた水により、河川を支えている盛土土砂
がえぐりとられ、コンクリート水路部だけがあた
かも水路橋のように残る状態となった。

さらに川底のコンクリートに大穴があき、河川
水が滝のように流れ出した。
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⑤ 緊急復旧の概況
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緊急復旧の経緯①

◆15日早朝5時までに大型土のう（２段）で欠壊部を締め切り、水中ポンプによる排水を開始
⇒15日矢板工の着工準備が整うまで補強のため大型土のう３段目の設置を開始
⇒16日夜までに左岸側、17日午前中までに右岸側の３段目大型土のうが完了

◆17日夜の強い雨で出水
※宇治観測所で21～22時の１時間に27㎜の降雨（直近5年間に１時間25㎜以上の降雨は16回発生）
ポンプ９台を稼働するも大型土のう2段目の高さまで水位が上昇、大型土のうの隙間から漏水が発生

⇒18日朝までにブルーシート及び大型土のうの間詰めによる漏水対策を実施

◆18日午後の強い雨で出水
※宇治観測所で15～16時に１時間38㎜の降雨（直近5年間に１時間38㎜以上の降雨は6回発生）
15時頃 水位上昇し左岸側大型土のうから越水、流水が左岸住宅地へ流出

16時頃 大型土のうを復旧した直後に再び水位上昇し大型土のうが崩れ、流水が左岸住宅地に流出

◆18日夜から鋼矢板打ち込みを開始、21日夜に完了（２４時間施工及び出水監視体制を実施）
⇒左岸 20日21時10分 打ち込み完了（93枚）
⇒右岸 22日 0時25分 打ち込み完了（73枚）

◆24日 河床土埋め戻し完了

◆25日 河床張コンクリート打設完了

◆25日～ 護岸取り付け、築堤盛土
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緊急復旧の経緯②

作業ヤード確保・
整備

土のう
機械・資材調達

１段目土のう ３段目土のう
鋼矢板打ち込み
機械・資材調達

鋼矢板打込み 床板土埋め戻し
床板コンクリート打
設

護岸取付け、
堤防盛土

8月14日 火

8月15日 水

8月16日 木

8月17日 金

8月18日 土

8月19日 日

8月20日 月

8月21日 火

8月22日 水

8月23日 木

8月24日 金

8月25日 土

8月26日 日

8月27日 月

8月28日 火

8月29日 水

8月30日 木

8月31日 金

作業項目

弥陀次郎川における発災から８月３１日に至るまでの復旧工事経過
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緊急復旧の経緯③

月日 総雨量 １時間最大雨量 緊急復旧状況

８／１７ 49mm 27mm（20時～21時） 大型土のう（２段）

８／１８ 54mm 38mm（16時～17時） 大型土のう（３段）

８／２９ 22mm 22mm（18時～19時） 矢板＋河床張り

緊急工事期間中の出水状況（宇治観測所）
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緊急復旧の状況①

8/14被災直後 8/15大型土のう積（２段）
＋ポンプ排水

8/16大型土のう積（３段）
＋ポンプ排水

8/18矢板打ち込み開始 8/20左岸矢板打ち込み完了 8/22右岸矢板打ち込み完了
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緊急復旧の状況②

8/24河床土埋戻し・掛樋設置
8/27護岸取り付け
コンクリート打設

8/29護岸取り付け完了 8/30堤内築堤盛土 8/31堤内盛土完成

8/25河床コンクリート打設
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緊急復旧工事の施工

横断図
（No.0+11.88）
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ｔ＝30㎝

板柵

鋼矢板
継手止水

盛土
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緊急復旧工事の完成後

横断図
ＥＰ（+24.00）

破堤前

2.7ｍ
2.0ｍ

3.6ｍ

4.7ｍ

応急復旧工事後

断面積は
２倍以上

満流

通水断面積 Ａ（㎡） 5.89 

満流

通水断面積 Ａ（㎡） 12.68 
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⑥ ま と め
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豪雨により発生した弥陀次郎川での洪水

1. 宇治で既往最大の総雨量となる降雨（１時間雨量でも最大級）
2. 市街地の進展による流出量の増加
3. 山地の荒廃、長期間同規模の洪水がなかったことによる流木等
の流下物の大量発生

被災の要因として考えられる事象

・最大級の雨量によって最大級の流出が発生
・同規模の降雨によっても過去の洪水より、流量が増加
・流木等により流下能力が低下

現況流下能力を超える洪水が発生
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想定被災機構 被災機構の状況図 今後の検証内容

①越流による堤体
浸食

■ 洪水流解析の実施
（解析条件）
流 量：天井川区間上流端で河道満杯と

なる一定流量（定常流解析）
河道形状：河道湾曲形状（平面2次元解析）
粗 度：破堤地点で樹木が繁茂していた

か点検・巡視記録から確認

■ 近隣住民へのヒアリングによる越水の
有無等の情報収集（実施済み）

②浸透破壊 ■ 堤防の浸透破壊に対する安定計算の
実施（土質試験）

■ 破堤地点以外での堤防変状等に関す
る点検

■ 既往出水と今回出水の比較

■ 既往出水時の堤防など変状に関する記録
の整理

③３面張り水路空
石積部の損壊
（あるいは河床
部コンクリート
の破損）

■ 河道状況の確認

■ ３面張り水路のコンクリート変状・補修
に関する記録の整理

■ 流送された空石材の確認

弥陀次郎川での想定被災機構
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弥陀次郎川での決壊メカニズム

①住民ヒアリング結果から（ビデオ映像を含む）

②現地確認から

・決壊箇所右岸からの越水は確認されるが、右岸法面、堤脚に侵食は見られなかった。

・被災箇所上下流では、堤体を著しく侵食するような継続的かつ越流量の大きな越水の痕跡
は確認できない。

・左岸堤防の決壊前に、部分的な洪水流の流出が確認されている。
・部分的な流出が順次拡大し、左岸側堤防が決壊した。
・被災発生時間が概ね４時前となると、洪水初期に決壊が始まったと想定される。

検証順
① ３面張り水路空石積部の損傷（あるいは、河床部コンクリート）
② 越流による堤体浸食
③ 浸透破壊
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弥陀次郎川での破堤のメカニズム（可能性の推定） ①

①満水

②護岸又は河床

の破壊

護岸又は河床の破壊
護岸又は河床の

破壊要因
・流木・流石
・流水（流体力）
・浸水

急速に水位上昇
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弥陀次郎川での破堤のメカニズム（可能性の推定） ②

③堤体流出

④護岸転倒

流出・侵食 流水

転倒

⑤欠壊

堤体流出
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今後実施する検討項目（案）

１．被災前の河道状況の確認
① 過去の点検結果より被災前の河道状況を確認・整理
② 竣工図書等より護岸構造・施工履歴を確認・整理
③ コンクリートの変状・補修に関する記録を確認・整理

２．洪水流解析の実施
① 流出解析による河川流量の再現計算
解析手法 ： 合理式
降雨量 ： 宇治観測所降雨

② 河道の水位計算（越水箇所の把握）
解析手法 ： 一次元不等流計算
河道断面 ： 測量データ（20mピッチ）
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